中世に於ける神佛信仰の一考察　：　願文及起請文を中心として（創立三十周年記念號） by 藤原, 弘道
中
世
に
於
け
る
神
佛
信
仰
の
一
考
察
-
願
文
及
起
請
文
を
中
心
と
し
て
1
藤
原
弘
道
口
日
本
書
紀
推
古
天
皇
二
年
の
條
に
、
「
詔
ご皇
太
子
及
大
臣
噛
令
ノ興
二隆
三
寶
⑩
是
時
諸
臣
連
等
各
爲
二
君
親
之
恩
噛競
造
ご佛
舍
殉即
是
謂
γ
寺
焉
。
」
と
記
し
て
ゐ
る
如
く
、
初
期
日
本
佛
教
に
於
け
る
造
寺
造
像
乃
至
起
塔
は
、
國
家
的
性
格
を
有
す
る
も
の
で
、
殆
ん
ど
そ
の
凡
て
が
、
天
皇
の
御
爲
め
、
父
母
詛
先
乃
至
一
切
衆
生
の
爲
め
の
誓
願
で
あ
つ
た
。
例
へ
ば
大
和
藥
師
寺
の
創
立
が
、
狩
谷
掖
齋
の
古
京
遺
文
、東
塔
擦
銘
に
依
る
と
、
「
照
二先
皇
(天
武
天
皇
)
之
弘
誓
噛光
二後
帝
(持
統
天
皇
)之
立
功
ご
た
め
で
あ
り
、
元
興
寺
の
創
立
は
露
盤
記
に
依
る
と
、
「
天
皇
大
臣
及
諸
臣
等
過
去
七
世
父
母
、
廣
及
二
六
道
四
生
處
々
十
方
淨
土
噛普
因
二此
願
一皆
成
二佛
果
ご
た
め
で
あ
つ
た
。
藥
師
寺
佛
足
石
歌
碑
は
「
美
阿
止
都
久
留
、
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
、
阿
米
爾
伊
太
利
、
都
知
佐
閇
由
須
禮
、
知
々
波
々
賀
多
米
爾
、
毛
呂
比
止
乃
多
米
爾
。」
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
東
大
寺
大
佛
の
建
立
は
績
日
本
紀
天
平
十
五
年
十
月
の
詔
勅
に
依
る
と
、
「
廣
及
二
法
界
一
爲
二
朕
知
識
殉
途
使
下
同
蒙
二
利
釜
一共
致
中
菩
提
加」
と
の
思
召
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
先
同
十
三
年
三
月
國
分
寺
建
立
の
詔
勅
に
は
、
「
廣
爲
二
蒼
生
一
遍
求
二景
幅
ハ」
と
仰
せ
た
ま
ひ
、
(所
/冀
、
聖
法
之
盛
、
與
二天
地
一而
永
流
、
擁
護
之
恩
、
被
二
幽
明
一而
恒
滿
0
..
。J
と
仰
せ
ら
れ
た
叡
慮
の
奪
中
世
に
於
け
る
紳
佛
信
仰
の
】
考
察
(藤
原
)
一
三
一
;
=
一
さ
を
畏
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
初
期
日
本
佛
教
に
於
け
る
造
寺
起
塔
の
如
き
は
自
己
の
名
聞
利
養
の
た
め
で
な
く
、
た
"
君
親
の
た
め
、
國
家
鎭
護
の
た
め
、
百
姓
の
た
め
に
の
み
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
佛
教
の
興
隆
と
寺
塔
の
造
營
を
佛
の
名
に
依
つ
て
權
威
あ
ら
し
め
る
爲
め
に
、
諸
佛
諸
菩
薩
乃
至
は
諸
天
善
禪
の
奪
像
を
安
置
し
、
光
背
蓮
臺
、
幡
蓋
瓔
珞
の
莊
嚴
を
施
し
て
、
教
理
と
し
て
読
も
の
み
な
ら
す
、
現
實
に
天
下
泰
卒
・
五
穀
豐
穰
・
四
民
安
樂
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
然
も
聖
徳
太
子
の
「作
〆
塔
但
爲
〆
嚴
/國
、
非
/爲
〆供
二
養
舍
利
一
也
」
と
い
ふ
法
華
義
疏
の
御
言
葉
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
こ
れ
寔
に
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
の
理
想
實
現
に
封
す
る
丈
化
的
努
力
に
外
な
ら
な
い
。
元
來
宗
教
の
本
質
た
る
解
睨
と
救
濟
か
ら
言
ふ
な
ら
ば
、佛
教
必
す
し
も
堂
塔
伽
藍
を
必
要
と
せ
な
い
わ
け
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
具
體
的
な
美
し
き
形
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の
は
ヤ
宗
教
が
文
化
形
式
と
し
て
入
間
の
心
に
享
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
の
要
求
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
人
或
は
そ
れ
を
佛
菩
薩
の
加
護
に
歸
し
、
寔
に
日
域
大
乘
相
應
の
地
た
る
を
得
た
と
し
九
。
か
く
て
道
長
の
法
成
寺
が
營
ま
れ
、頼
通
の
鳳
凰
堂
が
建
て
ら
れ
、
或
は
重
盛
の
燈
籠
堂
が
造
ら
れ
て
、
莊
大
華
麗
人
目
を
眩
す
る
も
の
が
あ
つ
た
。
榮
華
物
語
や
卆
家
物
語
に
見
る
や
う
な
此
世
な
が
ら
の
極
樂
淨
土
が
實
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。
然
も
後
世
の
史
家
は
そ
れ
を
佛
教
の
本
質
を
去
る
趣
昧
の
信
仰
、
貴
族
の
遊
樂
と
一
概
に
批
評
し
去
つ
て
ゐ
る
が
、
か
く
の
如
き
文
化
を
築
き
得
た
日
本
民
族
の
す
ぐ
れ
た
丈
化
能
力
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
準
安
朝
佛
教
は
現
世
安
穩
後
世
菩
提
・
離
苦
得
樂
滅
罪
生
善
・
乃
至
病
患
消
除
息
災
安
穩
の
た
め
に
、
加
持
所
疇
∵
佛
事
法
會
に
そ
の
贅
を
盡
し
、
寺
領
が
寄
進
さ
れ
、
莊
園
が
増
加
し
て
經
濟
的
に
も
頗
る
潤
澤
と
な
つ
た
。
併
し
公
家
瓧
會
の
沒
落
は
必
然
的
に
貴
族
佛
教
の
嚢
微
を
來
弛
し
、
こ
玉
に
佛
歡
の
一
大
展
開
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ
が
鎌
倉
初
頭
に
於
け
る
舊
佛
教
の
復
興
と
新
佛
教
の
勃
興
と
で
あ
る
。
禪
皇
正
統
記
に
「
白
河
鳥
羽
の
御
代
の
頃
よ
り
、
政
道
の
古
き
姿
や
う
!
丶
衰
へ
、
後
白
河
の
御
時
、
兵
革
起
り
て
姦
臣
世
を
亂
り
、
天
下
の
民
殆
ん
ど
塗
炭
に
落
ち
に
き
、
頼
朝
一
臂
を
振
ひ
て
そ
の
亂
を
甼
げ
た
り
。
王
法
は
古
き
に
復
る
ま
で
は
な
か
り
し
か
ど
、
九
重
の
塵
も
收
り
萬
民
の
肩
も
安
ま
61
ぬ
。」
と
い
つ
て
ゐ
る
如
く
、
源
家
の
鎌
倉
開
幕
は
國
體
の
本
義
か
ら
言
へ
ば
變
態
政
治
で
あ
る
)こ
と
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
然
し
罕
安
末
期
の
紊
亂
し
た
枇
會
に
新
秩
序
を
立
て
、
撥
刺
た
る
新
時
代
を
生
ん
だ
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
公
家
肚
會
の
代
表
た
る
攝
關
家
藤
原
氏
が
、
あ
れ
だ
け
の
地
位
と
權
勢
を
得
た
の
も
全
く
朝
廷
と
の
外
戚
關
係
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
言
ひ
か
へ
れ
ば
、
皇
室
の
禪
聖
な
る
權
威
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
得
た
も
の
で
あ
つ
た
。
然
る
に
源
家
以
後
の
武
家
瓧
會
で
は
、
他
の
權
勢
に
依
存
せ
す
、
全
く
自
ら
の
實
力
に
依
つ
て
そ
の
地
位
を
獲
得
し
た
。
然
も
彼
等
は
神
佛
の
加
護
の
も
と
に
そ
の
力
に
權
威
あ
ら
し
め
て
ゐ
る
Q
二
抑
々
神
佛
の
加
護
に
は
古
く
か
ら
所
請
が
行
は
れ
た
。
所
請
に
は
單
な
る
願
求
所
疇
と
、
そ
の
所
願
の
裏
に
あ
る
種
の
條
件
が
潜
ん
で
ゐ
る
も
の
が
あ
る
。
或
は
叉
禁
制
の
裏
に
神
佛
へ
の
誓
約
を
も
含
め
た
も
の
や
、
自
己
の
僞
り
な
き
潔
白
さ
を
宣
言
す
る
た
め
禪
佛
を
引
き
合
ひ
に
出
し
た
場
合
も
あ
る
。
保
元
物
語
將
軍
塚
鳴
動
の
條
に
、
「
上
宮
太
子
世
に
出
で
丶
守
屋
の
逆
臣
を
亡
ぼ
し
て
佛
法
を
弘
め
、
四
天
王
寺
を
建
て
丶
國
家
を
所
り
、
聖
武
天
皇
東
大
寺
を
建
て
丶
大
神
宮
の
御
本
地
を
顯
は
し
て
、
帝
蓮
を
所
請
し
給
ふ
。
(中
略
)
三
寶
も
國
家
を
守
り
給
ふ
べ
し
、
神
明
も
帝
祚
を
捨
て
給
は
ん
や
。」
と
い
ひ
,
同
じ
く
法
皇
熊
野
御
參
詣
の
事
の
條
に
、
「
古
老
の
山
伏
八
十
餘
入
、
般
若
妙
曲
ハを
讀
誦
し
て
中
世
に
於
け
る
神
佛
信
仰
の
一
考
察
(藤
原
)
一
三
三
一
三
四
所
請
良
久
し
、」
と
も
あ
る
。
又
手
治
物
語
、
六
波
羅
よ
り
紀
州
へ
早
馬
を
立
て
ら
る
丶
事
の
條
に
、
「
熊
野
參
詣
も
現
當
安
穩
の
御
所
請
に
て
こ
そ
候
ら
め
、
其
上
君
逆
臣
に
取
籠
め
ら
れ
さ
せ
た
ま
へ
る
な
り
。
爭
で
か
武
臣
と
し
て
之
を
救
ひ
奉
ら
ざ
ら
ん
。
禪
は
非
禮
を
受
け
す
、
」
と
か
、
「
『
敬
禮
熊
野
權
現
、
今
度
の
合
戰
事
故
な
く
討
ち
勝
た
さ
せ
給
へ
、』
と
所
請
し
て
、
」
云
々
の
如
き
、
何
れ
も
神
佛
へ
の
所
願
を
意
味
す
る
も
の
と
い
へ
や
う
。
法
然
の
七
個
條
起
講
文
は
北
嶺
の
逍
害
に
對
し
、
門
徒
を
集
め
て
七
個
條
の
事
を
記
し
て
制
誠
を
な
し
、
蓮
署
を
以
て
後
證
に
そ
な
へ
た
も
の
、
叉
座
主
へ
の
起
請
丈
の
一
節
に
、
「
此
等
子
細
先
年
呈
二誓
詞
一了
。
雖
/不
〆及
二
復
陳
一而
嚴
責
既
疊
、
不
ゾ得
二
敢
默
一
覆
述
二下
情
殉
只
仰
二賢
慮
之
淵
鑑
一耳
。
所
/陳
若
以
ノ虚
欺
日
別
七
萬
念
佛
筌
失
一丑
ハ利
殉
現
當
二
世
常
沈
二重
苦
一永
受
二楚
毒
一無
二
冤
出
期
一矣
。
伏
茎
切
三
寶
護
藷
靆
明
覺
。
」
(漢
語
燈
録
卷
十
、
淨
全
九
ノ
四
四
九
頁
)
と
い
ふ
如
き
斷
固
砦
信
念
薐
響
て
砦
。
甼
家
物
語
清
水
炎
上
の
事
の
條
に
於
て
、
重
盛
は
父
清
盛
に
向
ひ
、
一,よ
く
く
叡
慮
に
背
か
せ
給
は
で
、
人
の
た
め
に
御
な
さ
け
を
施
さ
せ
ま
し
ま
さ
ば
、
禪
明
三
寶
加
護
あ
る
べ
し
、
さ
ら
ん
に
取
つ
て
は
御
身
の
お
そ
れ
候
ま
じ
、L
と
い
ひ
、
同
じ
く
腰
越
の
事
の
條
に
於
て
、
義
經
は
木
曾
義
仲
の
一
件
や
壇
の
浦
の
海
戰
を
回
顧
し
て
、
大
江
廣
元
に
樹
し
、
己
に
何
等
野
心
な
き
旨
を
述
べ
、
「
然
り
と
い
へ
ど
も
今
憂
へ
深
く
歎
き
切
な
り
。
佛
神
の
御
助
け
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
外
は
、
爭
で
か
秋
訴
を
達
せ
ん
。
之
に
依
つ
て
諸
寺
諸
瓧
の
牛
王
寶
印
の
裏
を
以
て
、
全
く
野
心
を
挾
ま
ざ
る
旨
、
日
本
國
中
の
大
小
の
神
祗
、
冥
道
を
講
じ
驚
か
し
奉
つ
て
、
數
通
の
起
請
文
を
書
き
進
す
と
い
へ
ど
も
、
徇
以
て
御
宥
免
な
し
。
そ
れ
わ
が
國
は
禪
國
な
り
、
祚
は
非
禮
を
受
け
給
ふ
べ
か
ら
す
。
」
と
い
つ
ーて
、
こ
エ
に
も
神
佛
へ
の
冥
助
に
よ
る
誓
約
の
丈
句
を
引
き
出
し
て
ゐ
る
。
同
じ
く
甼
語
教
訓
の
事
の
條
に
於
て
、
朝
恩
の
重
き
を
読
い
て
、
「
今
こ
れ
ら
の
莫
大
の
御
恩
を
思
召
し
忘
れ
さ
せ
給
ひ
て
、
み
だ
り
が
は
し
く
法
皇
を
傾
け
參
ら
せ
給
は
ん
こ
と
、
天
照
大
神
、
正
八
幡
宮
の
禪
慮
に
も
背
か
せ
給
ひ
候
ひ
な
ん
す
。
そ
れ
日
本
は
禪
國
な
り
。
禪
は
非
禮
を
受
け
給
ふ
べ
か
ら
す
。L
と
い
ひ
、
「
君
の
御
爲
に
は
い
よ
く
奉
公
の
忠
勤
を
つ
く
し
、
民
の
爲
に
は
ま
す
く
撫
育
の
愛
憐
を
致
さ
せ
た
ま
は
鵠
神
明
の
加
護
に
預
つ
て
、
佛
陀
の
冥
慮
に
背
く
べ
か
ら
す
。
禪
明
、
佛
陀
感
應
あ
ら
ば
、
君
も
お
ほ
し
め
し
な
ほ
す
こ
と
、
な
ど
か
候
は
ざ
る
べ
き
。
君
と
臣
と
を
く
ら
ぶ
る
に
、
親
疎
わ
く
方
な
し
、
じ
ま
道
理
と
ひ
が
こ
と
を
竝
べ
ん
に
い
か
で
か
道
理
に
つ
か
ざ
る
べ
き
。」
と
、
こ
丶
で
は
日
本
は
神
國
で
あ
る
か
ら
、
禪
明
が
皇
室
を
加
護
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
を
強
≦
主
張
し
て
ゐ
る
。
神
國
日
本
の
意
識
は
い
よ
ぐ
彊
く
、
ま
す
く
明
ら
か
と
な
つ
た
。
一
體
か
く
の
如
く
禪
明
の
加
護
は
既
に
三
代
實
録
貞
觀
十
一
年
十
二
月
十
四
日
伊
勢
大
神
宮
奉
幤
の
告
丈
に
、
新
羅
入
は
久
し
き
世
時
よ
り
日
本
に
入
寇
し
て
ゐ
る
が
、
我
日
本
朝
は
所
謂
神
明
の
國
な
り
禪
明
の
援
け
護
り
賜
は
"
、
何
の
兵
寇
か
近
づ
き
來
る
べ
き
と
の
意
を
記
し
て
ゐ
る
。
神
國
日
本
の
言
葉
は
吾
妻
鏡
な
ど
に
も
屡
々
散
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
頼
朝
以
來
頓
に
顯
明
と
な
つ
た
。
三
禪
國
日
本
の
國
家
意
識
は
か
く
源
夲
時
代
を
經
て
、
愈
々
顯
明
と
な
り
、
元
寂
國
難
に
際
し
て
一
層
高
揚
さ
れ
た
。
宏
覺
禪
師
帥
ち
東
巖
慧
安
は
、
人
も
知
る
、
元
寇
國
難
に
蒙
盲
降
伏
の
熟
情
を
捧
げ
た
西
賀
茂
正
傳
寺
の
禪
僣
で
あ
る
。
文
永
七
年
五
月
二
十
六
日
の
所
願
丈
は
古
來
著
名
で
あ
る
が
そ
の
末
に
、
謹
啓
奉
齋
今
上
皇
帝
至
心
發
願
當
瓧
明
騨
入
幡
大
士
鎭
護
國
家
靈
驗
騨
威
冥
加
國
王
本
有
聖
徳
自
然
高
顯
覆
護
萬
國
乾
坤
獨
主
他
方
怨
賊
聞
名
懐
怖
譬
如
師
子
奮
迅
威
勢
聖
壽
萬
歳
萬
々
歳
萬
々
歳
と
あ
り
、
更
に
丈
永
八
年
九
月
の
發
願
丈
の
如
き
も
大
體
同
文
意
で
は
あ
る
が
、
發
顧
至
心
發
願
一
心
諷
誦
諸
大
乘
經
眞
言
騨
呪
功
徳
威
力
八
幡
権
現
法
樂
莊
嚴
威
光
倍
堵
靈
驗
騨
威
冥
加
國
王
今
上
皇
帝
中
世
に
於
け
る
紳
佛
信
仰
の
一
考
察
(藤
原
)
l
111五
】
三
六
師
子
大
勢
虎
狼
威
猛
蒙
古
怨
賊
聞
之
恐
怖
萬
國
降
伏
皆
歸
聖
徳
入
幡
大
士
一
切
騨
祗
天
上
地
下
護
法
善
憩
皆
來
集
會
　
擁
護
王
宮
聖
朝
安
穩
牽
土
安
寧
諷
經
廻
向
上
來
諷
經
功
徳
廻
向
今
上
皇
帝
薫
入
玉
體
内
證
聖
徳
聖
道
高
蓮
外
用
大
勢
師
子
虎
狼
四
海
歸
徳
萬
國
怖
威
降
伏
敵
國
衆
怨
淌
滅
十
方
三
世
一
切
諸
佛
諸
愈
菩
薩
摩
訶
薩
摩
訶
般
若
波
羅
密
何
れ
も
正
傳
寺
に
藏
す
る
有
名
な
國
寶
丈
書
で
、
我
國
の
優
越
と
寶
祚
の
無
窮
、
皇
室
の
隆
昌
、
及
び
神
佛
の
冥
助
と
を
読
い
て
、
敵
國
恐
る
丶
に
足
ら
す
の
氣
慨
を
示
し
て
ゐ
る
。
叉
八
幡
愚
童
訓
(群
書
類
從
第
一
輯
)
に
よ
る
と
、
大
和
西
大
寺
の
思
圓
上
人
印
ち
興
正
菩
薩
が
弘
安
の
役
に
際
し
、
石
清
水
八
幡
宮
に
敵
國
降
伏
を
所
ら
れ
た
時
の
告
文
に
、
我
國
と
蒙
古
と
を
較
べ
、
「
蒙
古
是
犬
子
孫
、
日
本
則
禪
末
葉
也
。
貴
賤
相
別
天
地
懸
隔
也
。
禪
與
ノ
犬
及
二
樹
揚
殉」
と
内
外
華
夷
の
辨
を
力
読
し
て
ゐ
る
。
國
彖
意
識
の
自
覺
と
高
揚
は
擧
國
一
致
克
く
國
難
に
當
り
、
天
佑
と
は
い
へ
暴
風
雨
の
襲
來
も
あ
つ
て
、
見
事
に
折
伏
し
得
た
。
か
く
の
如
き
禪
明
へ
の
所
願
が
禪
皇
正
統
記
の
禪
國
日
本
の
絶
叫
と
な
り
、
建
武
中
興
の
成
立
と
な
つ
た
。
吉
野
朝
五
十
七
年
の
悲
史
は
禪
國
日
本
の
爲
め
に
皇
事
に
奔
走
し
た
勤
皇
武
士
の
至
誠
を
見
出
す
こ
と
に
躊
躇
し
な
い
。
正
し
き
日
本
の
す
が
た
に
奪
皇
の
義
旗
を
飜
し
た
忠
臣
の
事
蹟
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
四
武
家
瓧
會
の
根
本
法
制
た
る
貞
永
式
目
は
鎌
倉
武
士
道
訓
と
も
稱
す
べ
き
も
の
、
武
家
法
と
し
て
法
律
的
威
ガ
を
發
揮
し
た
の
み
な
ら
す
、
武
士
の
道
徳
生
活
の
重
大
指
針
と
も
な
つ
た
。
條
項
僅
に
五
十
一
ケ
條
に
過
ぎ
な
い
が
、
鎌
倉
幕
府
の
支
配
下
に
屬
し
て
ゐ
た
土
地
(
所
領
)
士
民
を
律
し
、
物
質
的
に
も
精
狆
的
に
も
權
威
を
有
し
て
ゐ
た
。
そ
の
第
一
條
に
、
「
可
下修
二
理
禪
祗
一專
申
祭
祀
上
事
」
と
「
可
下修
二
造
寺
塔
一勤
中
行
佛
串
上
事
」
を
規
定
し
て
る
る
。
こ
れ
が
基
と
な
つ
て
戰
國
時
代
諸
雄
の
家
法
、
家
訓
に
は
同
樣
神
佛
に
關
す
る
規
程
を
忘
れ
は
し
な
い
。
式
目
の
起
草
者
泰
時
は
そ
の
終
り
に
、
「
梵
天
帝
釋
四
大
天
王
、
惣
日
本
國
中
六
十
餘
州
大
小
禪
祗
馬
殊
伊
豆
筥
根
兩
所
構
現
、
三
島
大
明
神
、
八
幡
大
菩
薩
、
天
滿
大
自
在
天
祚
、
部
類
眷
屬
、
禪
罰
冥
罰
各
可
二
罷
蒙
一者
也
。」
と
い
ふ
起
講
文
を
掲
け
、
禪
佛
を
引
き
合
ひ
に
出
し
て
こ
の
式
目
を
權
威
づ
け
て
ゐ
る
。
吾
妻
鏡
に
よ
る
と
こ
の
起
請
は
「
政
道
無
私
」を
あ
ら
は
す
た
め
に
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
叉
「
是
則
可
μ
比
二淡
海
公
律
令
一歟
。
彼
者
海
内
龜
鏡
、
是
者
關
東
鴻
寶
也
。」
と
し
て
、養
老
律
令
は
國
法
で
あ
り
、
貞
永
式
目
は
關
東
鄙
ち
幕
府
管
轄
内
に
通
用
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
と
殆
ん
ど
等
し
い
起
請
文
の
こ
と
は
豐
臣
秀
吉
が
後
陽
成
天
皇
の
聚
樂
第
行
幸
を
仰
が
ん
と
し
て
、
部
下
を
し
て
皇
室
を
奪
び
奉
り
、
關
白
の
意
に
違
背
せ
ざ
る
や
う
起
請
せ
し
め
、
「
右
條
々
若
雖
/爲
二
}
事
一於
γ
令
二違
背
齢者
、
梵
天
帝
釋
、
四
大
天
王
、
惣
日
本
六
十
餘
州
大
小
禪
祗
、
殊
王
城
鎭
守
紳
、
八
幡
大
菩
薩
、
春
日
大
明
神
、
天
滿
大
自
在
天
神
、
別
氏
禪
、
部
類
眷
屬
、
神
罰
冥
罰
、
各
可
二罷
蒙
一者
也
。
仍
起
請
文
如
〆件
。」
と
し
て
權
威
あ
ら
し
め
て
ゐ
る
。
か
く
て
起
請
丈
は
全
く
形
式
的
な
宣
誓
書
風
の
常
套
語
と
な
つ
た
。
否
あ
る
一
の
型
を
存
し
、
共
通
の
思
想
表
現
の
形
式
と
な
つ
た
觀
を
呈
し
て
ゐ
る
。
從
つ
て
神
佛
へ
の
熟
烈
な
る
信
仰
を
見
出
す
こ
と
が
出
來
な
い
。
云
ば
ゴ
慣
脅
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
感
が
あ
る
。
然
も
人
々
は
そ
こ
に
印
度
的
な
禪
々
と
、
我
國
の
天
神
地
祗
と
を
並
べ
立
て
丶
何
等
の
矛
盾
も
疑
問
も
起
さ
な
か
つ
た
の
み
な
ら
す
、
か
へ
つ
て
權
威
あ
る
も
の
と
し
た
。
室
町
時
代
公
家
の
代
表
一
條
粂
良
の
樵
談
治
要
に
も
、
そ
の
第
】・條
に
ハ
「
神
を
う
や
ま
ふ
べ
き
事
」
と
題
し
、
第
二
條
に
は
、
「佛
法
を
た
と
ぶ
べ
き
事
」
を
記
し
、
以
下
第
八
條
、
「
天
下
主
領
の
入
か
な
ら
す
威
勢
あ
る
べ
き
事
」
に
至
り
、
「
今
八
ケ
條
を
し
る
せ
る
事
は
、
中
世
に
於
け
る
紳
佛
信
仰
の
一
考
察
(藤
原
)
一
三
七
一
三
八
八
幡
大
菩
薩
の
加
護
に
よ
り
て
、
-大
八
島
の
國
を
治
給
ふ
べ
き
詮
要
た
る
に
よ
り
て
、
樵
談
治
要
と
は
名
付
侍
る
物
な
る
べ
し
。L
と
八
幡
神
の
加
護
に
權
威
あ
ら
し
め
て
結
ん
で
ゐ
る
。
文
明
一
統
記
も
同
じ
く
兼
良
の
著
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
第
」
條
に
、
「
八
幡
大
菩
薩
に
御
所
念
あ
る
べ
き
事
」
と
題
し
、
天
下
政
道
の
た
め
將
軍
に
、
「
願
は
く
は
八
幡
大
菩
薩
の
御
は
か
ら
ひ
と
し
て
、
威
勢
を
加
へ
せ
し
め
給
へ
と
、
か
く
の
ご
と
く
威
勢
の
事
を
所
申
は
、
ま
た
く
我
身
思
さ
ま
に
ふ
る
ま
は
ん
爲
に
は
あ
ら
す
(申
略
)
道
を
道
に
行
ん
と
思
ふ
に
よ
り
て
、
ひ
と
へ
に
御
神
の
靈
慮
を
あ
ふ
ぐ
者
也
。」
と
し
、
然
も
「
南
方
に
向
ひ
給
ひ
て
至
誠
心
に
御
所
念
有
べ
し
。
禪
明
世
に
ま
し
ま
す
も
の
な
ら
ば
、
な
ど
か
納
受
し
給
は
ざ
ら
ん
。」
と
い
つ
て
ゐ
る
。
第
三
條
に
は
「
正
直
を
た
と
ぶ
べ
き
事
」
と
題
し
て
正
直
心
の
定
義
を
下
し
て
ゐ
る
。
澁
柿
,(群
書
類
從
+
七
輯
)
に
記
載
す
る
と
こ
ろ
の
丈
覺
上
人
滄
息
に
、
「
御
所
に
は
正
直
慈
悲
を
先
と
し
て
、
内
典
外
典
其
名
の
う
る
は
し
き
者
に
仰
て
、
施
物
を
限
ら
す
御
所
誓
候
は
"
、
翼
も
御
心
安
く
、
民
百
姓
も
樂
候
、.
佛
禪
の
擁
護
も
疑
有
ま
じ
く
候
。」
と
い
ひ
、
「
心
う
る
は
も
き
人
の
身
に
幅
徳
は
集
候
。」
又
「
近
代
は
君
も
臣
む
唯
身
を
の
み
所
ら
せ
給
へ
ば
、
は
か
ぐ
敷
事
候
は
す
、
佛
神
の
冥
慮
に
も
不
叶
、
蒼
天
の
照
覽
に
も
た
が
ひ
候
也
。」
と
力
読
し
て
ゐ
る
。
管
領
斯
波
義
將
の
竹
馬
抄
(群
書
類
從
+
七
輯
)
に
も
、
「佛
の
出
世
と
い
ふ
も
、
神
の
化
現
と
い
ふ
も
、
し
か
し
な
が
ら
世
の
た
め
人
の
た
め
な
り
。
さ
れ
ば
人
を
あ
し
か
れ
と
に
は
あ
ら
す
、
心
を
い
さ
ぎ
よ
く
し
て
、
仁
義
禮
智
信
を
た
"
し
く
し
て
、
本
を
あ
き
ら
め
さ
せ
ん
が
爲
也
。」
と
い
ひ
、
「
た
と
ひ
一
度
の
つ
と
め
を
も
せ
す
、
一
度
の
肚
參
を
ば
せ
す
と
も
、
心
正
直
に
慈
悲
あ
ら
ん
入
を
禪
も
佛
も
を
う
か
に
は
見
そ
な
は
し
た
ま
は
じ
、
こ
と
さ
ら
伊
勢
太
神
宮
、
八
幡
大
菩
薩
、
北
野
天
神
も
、
心
す
な
を
に
い
さ
ぎ
よ
き
人
の
か
う
べ
に
宿
ら
せ
給
ふ
な
る
べ
し
。」
と
て
如
何
に
所
請
す
る
と
も
非
禮
な
る
も
の
は
神
佛
に
見
棄
て
ら
れ
、
心
正
直
な
る
人
に
神
明
の
加
護
は
あ
る
と
す
る
考
へ
か
ら
、
信
仰
よ
り
道
徳
に
重
き
を
を
く
こ
と
Σ
な
り
そ
の
結
果
途
に
「
心
だ
に
ま
こ
と
の
道
に
か
な
ひ
な
ば
所
ら
す
と
て
も
祚
や
守
ら
ん
、
」
と
い
ふ
思
想
が
申
世
中
頃
か
ら
現
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
五
足
利
彜
氏
直
義
兄
弟
は
人
も
知
る
建
武
中
興
の
逆
賊
で
あ
る
。
吉
野
朝
五
十
七
年
の
悲
史
を
生
ん
だ
惡
逆
人
で
あ
る
。
に
も
か
丶
は
ら
す
、
後
醍
醐
天
皇
の
冥
幅
を
所
る
た
め
に
天
龍
寺
を
建
立
し
、
日
本
六
十
六
ケ
國
に
安
國
寺
利
生
塔
の
建
立
を
計
っ
た
。
た
と
へ
足
利
氏
が
政
治
上
に
於
け
る
地
方
勢
力
の
擴
張
に
資
し
た
も
の
、
如
し
と
は
云
へ
、
自
己
の
罪
障
に
封
す
る
苛
責
か
ら
の
善
根
功
徳
と
も
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
霙
が
清
水
寺
に
納
め
螽
文
(
辻
善
之
助
氏
「
目
本
佛
教
史
之
硯
究
」四所
引
釜
田
孝
氏
所
藏
)
に
、
「こ
の
世
は
夢
の
こ
と
く
に
候
、
霹
氏
に
た
う
心
だ
は
せ
給
候
て
、
後
生
た
す
け
さ
せ
を
は
し
ま
し
候
へ
く
候
、
獪
々
と
く
と
ん
せ
い
し
た
く
候
、
た
う
心
た
は
せ
給
候
へ
く
候
、
今
生
の
く
わ
ほ
う
に
か
へ
て
、
後
生
た
す
け
さ
せ
給
へ
く
候
、
今
生
の
く
わ
ほ
を
を
は
、
直
義
に
た
は
せ
給
候
て
、
直
義
あ
ん
を
ん
に
ま
も
ら
せ
給
候
へ
く
候
。」
と
現
在
の
果
報
を
弟
直
義
に
與
へ
て
欲
し
と
所
り
な
が
ら
、
之
を
鎌
倉
に
追
ひ
詰
め
毒
殺
し
て
し
ま
つ
た
な
ど
、
禪
佛
を
欺
き
た
る
不
道
徳
行
爲
と
も
い
ふ
べ
く
、
事
實
後
醍
醐
天
皇
の
恩
寵
を
裏
切
つ
た
彼
に
と
つ
て
は
敢
へ
て
不
思
議
と
も
見
ら
れ
な
い
。
奪
氏
願
經
と
稱
せ
ら
れ
る
自
筆
署
名
の
尊
氏
書
寫
一
切
經
は
諸
所
に
散
在
す
る
が
、
昭
和
九
年
九
月
三
井
寺
に
於
て
開
催
さ
れ
た
京
都
佛
教
各
宗
學
校
聯
合
會
主
催
第
二
十
回
大
藏
會
展
覽
會
に
出
陳
さ
れ
た
國
寶
大
般
若
波
羅
密
多
經
の
奥
書
刊
記
に
願
書
藏
經
功
徳
力
世
々
生
々
聞
正
法
後
醍
醐
院
證
眞
常
老
妣
二
親
成
正
覺
元
弘
以
後
戰
亡
魂
一
切
怨
親
悉
超
度
四
生
六
道
盡
沽
恩
天
下
太
甼
民
樂
業
文
和
三
年
甲
午
歳
正
月
廿
三
日
征
夷
大
將
軍
>‾'11位
源
朝
臣
奪
氏
謹
誌
中
世
に
於
け
る
紳
佛
信
仰
⑳
一
考
察
(藤
原
)
一
三
九
】
四
〇
の
發
願
文
を
記
し
て
ゐ
る
。
之
が
寫
經
及
發
願
文
は
寫
經
生
が
書
寫
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
奪
氏
の
二
字
は
ど
の
願
經
を
見
て
も
自
筆
で
あ
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
右
聯
合
會
刊
行
の
足
利
奪
氏
寄
進
願
經
現
存
目
録
に
は
五
百
九
十
二
卷
、
六
百
三
十
五
經
あ
る
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
が
、
頗
る
多
數
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
順
逆
の
道
を
誤
つ
た
彼
の
一
面
を
物
語
つ
て
ゐ
る
。
と
は
い
へ
彼
と
て
も
自
己
一
人
の
後
世
菩
提
を
と
は
記
し
て
ゐ
な
い
。
以
上
主
と
し
て
中
世
に
於
け
る
願
文
及
起
請
丈
を
中
心
と
し
て
、
神
佛
信
仰
に
關
す
る
考
察
を
す
Σ
め
て
き
た
。
特
に
指
導
階
級
で
あ
F
る
武
家
を
中
心
と
し
て
精
神
生
活
の
一
端
を
あ
と
づ
け
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
吾
女
は
中
世
人
の
共
通
な
る
思
想
信
仰
、
帥
ち
精
禪
生
活
の
一
つ
の
形
態
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
禪
佛
を
引
き
合
ひ
に
出
し
、
自
己
の
行
爲
を
そ
の
冥
護
に
依
つ
て
、
僞
り
な
く
、
正
し
く
實
行
し
得
る
や
う
權
威
づ
け
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
ゐ
。
然
も
そ
こ
に
皇
室
乃
至
は
國
家
を
中
心
と
す
る
考
が
躍
動
し
て
ゐ
る
こ
と
を
見
出
す
に
躊
躇
し
な
い
。
そ
れ
で
以
て
人
心
を
收
覽
し
、
國
家
を
統
制
し
、
時
艱
を
折
伏
す
る
の
國
民
邂
動
の
指
導
精
神
と
も
な
つ
た
の
で
あ
る
o
(昭
和
+
七
年
+
月
稿
)
